
令和２年度 三重農研成果情報 ＜研究成果＞ 

  薬用シャクヤクと植木類との複合生産体系モデル 

                   利用対象：シャクヤク栽培希望者 
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経営モデルでは、シャクヤク導入後 5 年目以降の植木類 70a（ｱｵｷ､ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ､ﾊｷﾞ､ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ

等）、シャクヤク 40ａ（１～４年目各 10ａ）が作付けされている１年間の経営内容を示して

いる。 

        

 

 お問い合わせ先 茶業・花植木研究室 花植木研究課  小林 泰子 電話 059-370-4977  

参考になる資料 薬用シャクヤク栽培マニュアル 

 

薬用シャクヤクの根（生薬原料）を導入した場合、苗及び切り花を販売することにより収益性

を高めることが可能で、年間労働時間は 773 時間となり、5月と 11月が繁忙期となる。 


